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白老町
人口16,578人 ※令和2年1月時点

アイヌ文化伝承の町として2020年4月
民族共生象徴空間（ウポポイ）

がオープン

主な産業
観光、商業、農業（畜産）、漁業など

で日本製紙が最も大きな企業

林業事業体は当社を合わせて3社。
製炭事業者は当社の1社のみ

森林率約8割
白老町の総面積42,575ｈａのうち

33,783ha（79%）が森林を占めており、
所有形態別に見ると国有林が22,845ha
（54%）、町有林が933ha（2%）民有
林が10.005ha（23％）となっています。



（株）大西林業の紹介
・明治 開拓者として四国香川県より移住
・昭和２１年 白老村で農業や竹材の生産を始める
・昭和６０年 大西林業創業 ホダ木やチップ材を手掛ける
・平成５年 白老町社台にて製炭事業開始
・平成２３年 薪の生産が本格化
・平成２７年１２月 製炭場の賃貸契約が終了し移転開始
・平成２８年４月 当社所有地にて炭焼きを再開
・令和2年7月 ブウベツの森キャンプ場オープン

従業員 12名（パート職員含む）



しらおい木炭 熟成木酢液



ホダ木 薪



素材生産



庭木伐採



林業6次化



従来の林業

林業事業者
木材会社

６次化林業
林業事業者 製造加工

個人消費者

原木市場や大規模な木材加工業は既得権が働き価格の自由度が乏しい。
一般的な木材流通に乗せるためには相応な伐採量も必要であるため皆伐施業・列状間伐が有利

自伐型林業では生産量は追従しないので、伐採から加工をすることで山林面積あたりの収入を
高める工夫が必要。伐採から販売まで一貫した事業展開、創意工夫も必要であるが、価格設定
も自由度が高い。

各種事業者

原木市場



6次化林業の付加価値
（薪・炭・ホダ木・木酢液）



① チップ材

北海道の平均相場 8500円/㎥ 材積係数40％

1㎥あたり3400円（層積単価）

（8500×0.4＝3400）



② ホダ木

1㎥あたり平均90本 ※末口65ｍｍ～元口130ｍｍ
ホダ木 1本 180円
90（本）×180（円）＝16,200（円/㎥）

1㎥あたり16,200円

チップ材の4.76倍



③ 割薪

23,000円/㎥

チップ材の6.76倍



1㎥あたりの平均的な生産量と単価
・木炭 約50ｋｇ 200円/ｋｇ ＝ 10,000円
・木酢液 約50Ｌ 300円/Ｌ ＝ 15,000円

合計 25,000円

チップ材の7.35倍

④ 木炭+木酢液



木炭や木酢液はネットショップで



高まる薪の需要
個人宅に直接お届け
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森林整備から販売までを一貫して
行う事で林業6次化となった。

補助金に依存しない経営を展開。

広葉樹の素材生産のみでは事業が
成り立たない。

また、販売展開等には事業者の
創意工夫が求められる。



広葉樹で稼ぐ



山の確保

• 所有山林 約50㏊

• 毎年10㏊程を間伐

• 地域の山林所有者と交
渉し事業地を獲得。



皆伐を繰り返した
過去

１９９７年頃撮影



エゾシカの食害や笹の繁
殖等で天然更新が難しく
多間伐施行の試みを開始。



山林に作業道を
付け軽トラ搬出



しっかり稼げた軽トラ林業



広葉樹でも
多間伐施行





広葉樹は
枝先まで
無駄なく
使う

用材

薪炭材

ホダ木

薪炭材











北海道の天然林を持続的に
活用し地域に還元していく。



広葉樹林の空間を活かす
キャンプ場運営







２０２０年７月「ブウベツの森キャンプ場」オープン
広葉樹林を強度に間伐。地面は天地返しで地下の火山灰を出す。作業道のノウハウも活かした。



建設資金を得るためにクラウドファンディングに挑戦
全国の自伐仲間から支援をいただいた。









ブウベツの森キャンプ場等に自生するカエデの木の樹液を
清涼飲料水として製品化
カエデの樹液は煮詰めるとメープルシロップなる。 糖度は約2％でほんのり甘い



カエデの樹液100％ 清涼飲料水
「カエデのトペンペ」









大山林所有企業との
広葉樹モデル林整備



北海道自伐型林業推進協議会「広葉樹部会」と三菱マテリアル株式会社と協定を締結
森林山村多面的機能発揮対策交付金を活用した事業を実施中。
会員の研修の一環として多間伐施行による広葉樹モデル林整備を進めています。
企業としては未利用の天然林を小規模分散の山守りを育成し管理していく事も目標。





路線選定



作業路敷設



安全講習会



間伐作業



集材作業



伐り出した材は薪炭材として活用。
２０１９年度は60㎥を出荷



広葉樹の枝葉は円山動物園のゾウの餌として出荷













広葉樹の伐採手法は大きく分けて2種類
1・皆伐施業
北海道では一般的な施業手法。
伐採後天然性の更新力に委ねて再生を見守る。
萌芽更新、下種更新、その両方で成り立つが、
深い笹藪などでは更新が難しく、エゾシカが
多ければ、萌芽更新後の食害も目立つ。
また、斜面での伐採作業は大型の林業機械に
応じた、集材路が地山を剥ぎ取る。
しかし、山林の傾斜度、下層植生の状況等を
よく観察し天然更新に期待が持てれば
短伐期皆伐で資源を循環させる事も可能。







2．多間伐施業
間伐を数年単位で繰り返し、良い木を残し優良大径材に育てる。
北海道自伐型林業推進協議会でも施業手法は研究中であるが、林床
が笹で覆われている山林は伐採後の天然更新が期待できない事から、
劣勢木の間伐をする林業者が多い。
林床が笹で覆われていなく、エゾシカの被害も少ない地域あれば、
比較的強度な択抜により天然更新を促し、複層林（様々な林齢の木
が混在する状態）のも手法の一つと考える。

広葉樹の多間伐施業は確立されていない面もあり、過去の皆伐施業
から再生した北海道の山林の姿をみれば皆伐を含む様々な施業に
力強く対応できるのが広葉樹であると考えます。

地域や事業者の実情に配慮し施業をしてください。







広葉樹多間伐施行のイメージ
10年サイクルで1割程度の間伐を繰り返す多間伐施行。
伐期と言われる10齢級以上の広葉樹林において、この先、
100年～200年先を見据え天然林を持続的に管理する手法。

広葉樹の場合、伐採後の天然更新により複層林となる事が期待さ
れる。樹木の大径化により立木本数の減少はあるものの、良木を
残す軽度の間伐を繰り返す事で緩やかに蓄材積を伸ばし優良大径
材の育林と持続的環境保全の両立を目指す。

＊手稲モデル林プロット値から
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広葉樹の多間伐施行による
100年後の幹材積と立木本数のイメージ













ご静聴いただき誠にありがとうございました。


